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平成16年台風第23号 （平成16年10月）

風
水
害

風
水
害

（徳島市 50代 男性 消防団員）

人に頼る避難より自主避難を！ 

災害対応にあたっていると、避難する側の人の心構えが大事だなと思います。「犬
を飼っているので、犬を連れていってもいいか」とか、「寝る布団はあるのか」、「食
うものはあるか」とか、いろんなことを言う人もいました。
市営住宅の人たちを避難させに行ったときには、消防団が車で送り迎えしてくれ

るというような考えでいるから、なかなか自分から動かないんですよ。みんな乗用
車を持っているんだから、各戸で誘い合って乗っていったらいいのに、悲しいかな、
それができない。何度も車で往復しなければならず、時間もかかって大変でした。
それ以降、台風時などの出水については早目の避難ということで、住民の皆さん

方には、早い形で自主的に避難をしてくださいというようなマニュアルづくりをし
ています。
これからは住民の皆さんが自主的に動く自主防災会のようなシステムをこしらえ

ておく必要があると思いますね。
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平成17年台風第14号 （平成17年9月）

風
水
害

風
水
害

（杉並区 30代 男性）

駅前はいつもと同じ、川の氾濫想像できず
～局地的豪雨の恐ろしさを感じた～

駅の近くで食事をしていました。確かにものすごい降り方でしたが、川が危険な
状態になっているなんて全く想像もしていませんでした。
「ちょっとこの雨ひどいね」、「傘がないからもう少し待とう」と店に居続けたので
すが、いっこうに止む気配がありません。
「もういいかげんに帰らなくちゃ」と思っていたときに、携帯電話が鳴って、「今、
川がすごいことになっている」という連絡が入りました。「どこが？」と。まさか自
分たちの街の川があふれ出しているなんて想像もできませんでした。

普通に電車も走っているし、駅のまわりの店には明々と電気がついていて、街の
生活のどこかが不自由になった印象は全くありませんでした。
川の近くに住んでいた人たちはすごい大変な思いをしているけれども、ちょっと

離れたところでは、「えっ、川があふれていたの？」という、のんきな声が次の日で
も聞こえました。
都市部特有の局地的豪雨の恐ろしさを思い知らされた気がしました。



地
震
・
津
波

宮城県北部地震（平成15年7月）

やっぱりやっておけば良かったな
転倒防止した家具だけは倒れず

東松島市 60代 女性

地震でびっくりして飛び起きて、とにかくケガをさせないよ
うにしなきゃと思い、孫を抱きかかえて、わきによけたすぐ後
に天井の蛍光灯が落ちてきたの。まさに間一髪。
で、寝室から居間のほうに行こうと思って、ドアをあけよう

としたら開かなくて、何で開かないのかと思って、それこそ思
いっきり押したら、台所のものが全部倒れていて、それで開か
なかったんですよ。
やっとその上をこえて居間に行ったら、2段重ねの和ダンスの

上だけ、2段目がテーブルを越えて、2mぐらい吹っ飛んでいま
した。もうテレビは倒れる、人形ケースは割れる、本棚は倒れ
るで、足の踏み場もないほどでした。
転倒防止器具をつけていた家具だけは倒れなかったので、

やっぱり全部にやっておけば良かったなと思いました。
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震
・
津
波

新潟県中越沖地震（平成19年7月）

地震の反省を生かし工夫
/

柏崎市 40代 男性 会社員

会社の反省ですが、4階に背の高い棚がいっぱいありました
ので、この地震を機に棚の高さを1.5ｍ以下にすることに決め
ました。
棚は以前から固定していたのですが、地震の衝撃で壁ごと

倒れてしまったんです。そこで、地震後の対応としては、柱と
壁がかたいもの同士なので、部屋の角の柱と壁の間を柔らかい
クッション材みたいなものでカバーしたり、多少揺れても落ち
ないように天井のボードとボードの間に少し余裕を持たせた
ような感じにしたりして、新たな工夫をしました。
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風
水
害

台風14号（平成17年9月）

川があふれる可能性はあったと後から思う
/

杉並区 30代 男性

水害の後、何であそこがあんなに冠水するんだろうと不思議
でたまりませんでした。
当時はこの地域の雨としか見ていなかったんですが、地面の

中は実はつながっているんですね。行政は多分水系全体で考え
て、どこそこがいっぱいになったらどこそこに放流するという
ことをやっているんでしょうけれども、普通に生活している私
たちはそこまでは知らないんですよ。
あの日はけっこう上流のほうも降っていたから、それも追い

打ちをかけるようにこっちに来る。今思えば、確かに川があふ
れる可能性はあったなと。

近くの川も、よく見ると護岸のほうが高くて、周りの道路が
ちょっと低いのです。いったん川があふれれば、水は低いほう
に行くから、当然道路沿いの家も水につかってしまいますよね。
やっぱり、都会では自分の住む地域の自然環境をもっとよく

知っておく必要があるなと後から思いました。
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